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Advanced LIGOでの重力波観測の開始にあたり, 我々は, 日本国内の大学・研究機関の持つ国内外の望遠鏡を
用いた重力波電磁波対応天体同定のための枠組 Japanese collaboration for Gravitational wave ElectroMagnetic
follow-up (J-GEM)を組織した. J-GEMの望遠鏡群は, 光学赤外線望遠鏡と電波望遠鏡からなり, 日本国内のみな
らず, ニュージーランド, 中国・チベット, 南アフリカ, チリ, 米国・ハワイと南北半球を含む多経度にわたっている.
2014年には, 重力波検出のアラートを受けてフォローアップ観測を行うためのMoUを LIGO-Virgo collaboration
と交わした. 2015年 9月から開始されたAdvanced LIGO観測ラン (O1)では, GW150914を含む重力波アラート
に対して光学赤外線望遠鏡を用いて観測を行った. 度スケールの広視野カメラを持つすばる望遠鏡Hyper Suprime-
Cam, 木曽シュミット望遠鏡KWFC, MOA-II望遠鏡では高確率領域における広視野ブラインドサーベイを, 他の
望遠鏡では領域内の近傍 (<

∼
100 Mpc)銀河に対するターゲット観測を行った. 本講演では, 重力波検出のアラー

トに対する J-GEMの観測方針, 対応天体同定へ向けた準備状況について報告する.


